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緑景観の評価に関する研究
～緑景観が不動産取引におよぽす効果に関する考察～
A Study of Economic Valuation for the Land Scape 

-- An Empirical Analysis of the Effects of Landscape on Real Estate Values--
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景観法の成立以来、 景観に関する取り組みが活発に行われているが、 本研究において

は、 緑が形成する景観が分譲マンションの販売において、 その価格に影響を及ぼしてい

るか、 また、 その程度や要素について新しい解析手法を用いて考察するものである。 具

体には調査地区35地区について、 既往の景観評価手法と不動産鑑定手法によるスコアづ

けを行い、 それらスコア項目と販売価格の関係を「MTシステム(T法）」により解析を行

った。

1．はじめに

1.1 研究の目的

本研究は、 景観の良否と居住用不動産の経済価値との関数関係を考えることが目的で

ある。 不動産鑑定評価基準によれば、 住宅地域における主な価格形成要因として景観の

良否があげられており、意識的又は無意識的（景観構成要素と指標を明らかにせず）に、

不動産の鑑定評価において考慮されてきたことは疑いのない事実である。 また、国は「美

しい国づくり大綱（平成 15年 7 月）」、 「観光立国行動計画（平成 15年7月）」といった
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